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令和5年度 沖縄型産業中核人材育成事業
顧客体験価値の創出により新たなビジネスモデルと地域DXをリードする人材の育成プログラム

2024年2月2日（金）
第4回実行委員会にて報告概要

DX推進人材の育成プログラム実施報告
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内容

1. 本事業の目指す人材像

2. 登録された受講生の状況

3. カリキュラムの特徴

4. 価値定義の流れと活用するテンプレート

5. 実施状況

6. 自治体/地元産業界での改善検討

7. 県外企業アドバイザーからの課題

8. 人材育成の効果確認結果

9. 最後に
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1. 本事業の目指す人材像
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DX実現の1つの重要な要素となる体験価値を向上させる技術を習得して、
具体的なソリューションを提案する活動を推進するリーダーシップを発揮する
中核人材を育成する

①現状業務の中でより顧客観点で現状業務の価値改善を提案する

②現状業務の価値改善成果を活用して、事業強化及び発展・進化を提案する

③顧客体験価値を起点とした地域発信型ビジネスモデルを創出する

④地元立脚の新たな価値の創出を地域で担い、地元主導でDXを実践する

チームの中で色々な意見をまとめて、顧客価値向上の推進をリードする人材を育成する
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2. 登録された受講生の状況

4

◆ 受講者数推移： 32名

個人事業主, 59%

会社員, 41%

うるま市, 25%

名護市, 25%那覇市, 22%

伊是名島, 7%

石垣島, 6%

竹富町, 6%

豊見城市, 6% 浦添市, 3%

IT業界, 16%

他業界, 84%

基本理解, 56%

仕事拡大, 41%

他, 3%

仕事形態 所属業界 研修への期待

居住地個人事業主、IT業界以外の職種、異なる居住地で
・多様な経験を持つ参加者で、
・グループワークでの課題検討を実施した
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3. カリキュラムの特徴 １/２

自治体/地元企業

1. 収益改善、税金増
2. 人材育成、実務機会
3. 環境

ネットインフラ
オフィス環境
居住環境

県外企業アドバイザー

1. 人材確保
上流工程の人材
ビジネス効率化

2. 働き方改革
遠隔地で業務推進
実務と趣味・生活

3. 新規ビジネス創出

中堅人材候補

1. 顧客体験価値向上技術
を習得する

2. 強いマインド
地元貢献する意思
新技術の取得

課題・期待

提案

◆ 県外企業のマネージャー/リーダー社員をアドバイザーとして参画して貰い、より実践的な実ビジ
ネスの疑似体験を研修の中で提供する（課題テーマを受けて、ソリューションを提案する）

1. 体験価値の抽出と定義の基本を習得する（共通テーマと研修生による身近なUX改善造り）
2. 顧客立場の企業社員を直接会話して、地域活性化の提案造りを体験する

企業社員から自治体/地元企業の課題・期待をテーマとして提示され、そのソリューションを
提案する

テーマ

提案

研修生提案
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3. カリキュラムの特徴 ２/２
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◆現在の講座は、顧客体験価値定義の手法を学ぶ「基礎技術編」の「基礎手法の応用」です
今回のグループワークによる地元の自治体ネタ、及び産業界ネタの改善提案も大切な結果です。

顧客体験価値定義の手法を学ぶ
基礎技術編

実践的課題の解決提案を作る
（応用実践編）

① 基礎手法の体得
（共通テーマにて）

共通テーマを使用して、顧客体験価値
の抽出及び定義、その確認方法を学ぶ

② 基礎手法の応用
（身近なUXを検討）

研修生が考える身近な体験価値の改善
テーマをグループで討議して、①で体
得した基礎手法を活用して、身近なUX

を具体化する

③ 実ビジネスの疑似体験
（提供された課題解決の提案）

県外企業アドバイザーからの実践的な課題の解
決を提案する / この課題は、企業観点、地元

観点、②の成果を参考にして提供される

３つのワークショップでより実践的な体験の中で、実用的な課題解決の手法を習得する
①基本技術を学ぶ ⇒ ②自分達で決めた課題を解決する ⇒ ③実ビジネスの疑似体験

（県外企業アドバイザーから直接課題を受け、内容を確認しながら、解決方法を提案する）

8/26 9/23 9/29 11/10 11/19 1/21個人ワーク グループワーク グループワーク
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4. 価値定義の流れと活用するテンプレート

7

１
お困りごと/
諦めていること

２

行動に着目して
現状とあるべき姿

を記載する

３

ユーザが求めることを
ユーザー定義として

記載する

４

ユーザー定義の
達成度合いを

品質要求として記載する
５

体験価値の改善状況を
バリューストーリーとして整理して

利用シナリオ観点で確認する
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5. 実施結果

実
施

済

# 講座タイプ 回数と時間

1
ハイブリット

対面とリモート混在
6回 、42時間

2 リモート 12回 、36時間

講座開始： 2023年8月26日
講座終了： 2024年1月21日 計78時間
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6. 自治体/地元産業界での改善検討：課題解決できるUX仕様を定義する Gpワーク

Aグループ

Bグループ

Cグループ
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7. 実ビジネスの疑似体験：県外企業アドバイザーからの課題：グループ①
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7. 実ビジネスの疑似体験：県外企業アドバイザーからの課題：グループ②
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8. 人材育成の効果確認：研修前後の効果確認アンケート調査（平均）
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技術 事業 経営 PJマネージメント リーダーシップ

受講前 受講後

◆下図に示されるように、
１）技術・事業・経営観点においては、実用レベルの知識習得となった
２）プロジェクトマネジメント・リーダーシップでも、かなりの知識アップとなっている
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9. 最後に

◆ 本プログラムで、
DX推進の「ユーザー要求を抽出して定義する」手法を学び、実践する体験をした

１）自分達で課題を造り対応方法を考える
２）県外企業アドバイザーから課題を提示して貰い、その解決方法を考える

⇒まだ、自分だけで同じように実践することができない、不安があるという状況

◆どんなことでも良いので、身近なことを改善することから始める

◆本プラグラムで知り合った仲間を大切にして、関係を継続する工夫をする
① 色々な経験・知見を持った受講生仲間（グループワークで大きな成果を）
② 本プログラムを運営した事務局（忍耐強く運営しました）
③ 講師陣（受講生参加状況の臨機応変に対応を）

⇒ 身近な課題で繰り返し実践する経験を重ねる場を運営する
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END

お疲れ様でした！
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